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ら
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 METASEQUOIA

落
の
方
へ
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
話
、
地
元
で
は
メ

さ
れ
る
べ
く
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。 

METASEQUOIA

時
期
の
交
通
渋
滞
が
周
辺
集

落
の
方
へ
ご
迷
惑
を
お
か
け

全
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

さ
れ
る
べ
く
お
越
し
に
な
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METASEQUOIA

観
光
客
の
増
加
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特
に
紅
葉

時
期
の
交
通
渋
滞
が
周
辺
集

選
ば
れ
、
並
木
道
の
維
持
保

全
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

METASEQUOIA

い
く
中
で
の
今
後
の
課
題
や

観
光
客
の
増
加
、
特
に
紅
葉

並
木
を
守
り
育
て
る
会｣

が

選
ば
れ
、
並
木
道
の
維
持
保

METASEQUOIA

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
続
け
て

い
く
中
で
の
今
後
の
課
題
や

並
木
を
守
り
育
て
る
会｣

が

METASEQUOIA 

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
続
け
て

｢

マ
キ
ノ
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア

 NEWS

ま
っ
た
対
話
の
中
で
は
、
ボ

頂
き
た
い
も
の
で
す
。 

十
六
回
目
の
訪
問
先
と
し
て

NEWS

当
日
午
後
三
時
過
ぎ
か
ら
始

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討

 

は
！
三
日
月
で
す｣

の
第
五

NEWS 

の
満
足
度
向
上
に
適
う
も
の

と
対
話
を
す
る

｢

こ
ん
に
ち
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て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
川
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道
ト
ン
ネ
ル
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撤
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や

並
木
道
遊
歩
道
未
設
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区
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木
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輝
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こ
と

な
ど
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受
け
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進
的
な
取
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マキノが

みんなと

きっと

まずは
 

よ
う
考
え
な
が
ら
、
継
続
し

て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ず
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
百
瀬

川
隧
道
ト
ン
ネ
ル
の
撤
去
や

べ)
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メ
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コ
イ
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並

木
が
ト
ッ
プ
に
輝
い
た
こ
と
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マキノが

みんなと

きっと、

まずは

応
募
者
の
す
そ
野
が
広
が
る

よ
う
考
え
な
が
ら
、
継
続
し

活
動
に
関
す
る
も
の
に
限
ら

ず
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
百
瀬

グ(

ウ
ォ
ー
カ
ー
プ
ラ
ス
調

べ)

で
も
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並

（高島市魅力ある地域づくり事業補助金

マキノが大好

みんなと一緒

、新

まずは『マキノのメタセコイア

し
た
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応
募
者
の
す
そ
野
が
広
が
る
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ま
し
た
。
並
木
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維
持
保
全

活
動
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関
す
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に
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ラ
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ン
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ォ
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ー
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調
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大好

一緒

新しい

マキノのメタセコイア

公式

の
応
募
者
が
大
半
と
な
り
ま

し
た
。 

か
ら
要
望
さ
れ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
並
木
の
維
持
保
全

に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

昨
年
の
紅
葉
人
気
ラ
ン
キ
ン

（高島市魅力ある地域づくり事業補助金

大好きな

一緒にメタセコイアの

しい何

マキノのメタセコイア

公式 HP

応
募
作
品
が
十
六
点
と
常
連

の
応
募
者
が
大
半
と
な
り
ま

て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
要
望
さ
れ
る
場
面
も
あ

滋
賀
県
知
事
が
並
木
道
を
見

に
来
ら
れ
ま
し
た
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HP 

ォ
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コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
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応
募
作
品
が
十
六
点
と
常
連

く
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い

て
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

一
月
十
五
日(
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月

滋
賀
県
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事
が
並
木
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を
見
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人、自然

にメタセコイアの

かに出会

マキノのメタセコイア

 ： 

五
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、

ま
た
、
並
木
道
周
辺
を
取
り
巻

く
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い

一
月
十
五
日(

火)

、
三
日
月

（高島市魅力ある地域づくり事業補助金

自然

にメタセコイアの

出会

マキノのメタセコイア

 メタセコイア

五
回
目
の
開
催
と
な
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フ

ま
た
、
並
木
道
周
辺
を
取
り
巻

（高島市魅力ある地域づくり事業補助金（財源：
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最
近
、
市
内
で
も
活
用
例
が
増

え
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の｢

Ｏ

Ｂ
Ｃ
高
島｣

の
応
援
の
為
や
盆

踊
り
の
運
営
の
為
、
は
た
ま
た

空
き
家
の
改
修
資
金
を
募
る
為

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
説
明
す
る
と
、｢

不
特

定
多
数
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
他
の
人
や
組
織
に
財

源
の
提
供
や
協
力
な
ど
を
行
う

事｣

と
な
り
、
語
源
は
、
群
衆(

ク

ラ
ウ
ド)

と
資
金
調
達(

フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ)

を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
だ
そ
う
で
す
。 

こ
れ
を
、
資
金
を
募
る
側
か
ら

見
れ
ば
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ(

民
間
非
営
利
団
体
が
、
活
動

の
た
め
の
資
金
を
個
人
や
法
人

な
ど
か
ら
集
め
る
行
為
の
総

称)

の

一
つ
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手
法
が
あ

る
、
と
い
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。 

紙
面
で
も
懸
案
に
な
っ
て
い
る

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
補
植
。
こ
の

よ
う
な
形
も
あ
り
か
も

・
・
・ 

長
並
び
に
農
林
水
産
部
次
長

に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。 

議
事
の
中
で
は
、
台
風
に
よ

る
倒
木
被
害
へ
の
対
応
を
は

じ
め
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
交

通
渋
滞
や
下
垂
枝
剪
定
な
ど

の
交
通
障
害
対
策
、
電
線
地

中
化
な
ど
の
景
観
向
上
対
策

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

の
議
案
に
つ
い
て
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

総
会
後
懇
親
会
で
は
、
道
路

標
識
と
景
観
と
の
関
係
や
、

よ
り

一
層
の
集
客
と
交
通
渋

滞
対
策
と
の
関
係
な
ど
、
折

り
合
い
を
つ
け
る
の
が
大
変

難
し
い
お
話
も
出
て
い
ま
し

た
。 

THE MAKINO METASEQUOIA NEWS      （高島市魅力ある地域づくり事業補助金（財源：ふるさと納税）を活用して発行しています） 

昨
年
七
月
二
十
三
日
の
月
曜

日
、
奧
琵
琶
湖
マ
キ
ノ
グ
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
平

成
三
十
年
度
の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
島
市

役
所
か
ら
は
、
マ
キ
ノ
支
所

年
三
回
実
施
し
て
い
る
恒
例

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
す

が
、
昨
年
三
月
の
活
動
に
は

七
十
二
名
、
九
月
の
活
動
に

は
五
十
五
名
、
十
二
月
の
活

動
に
は
七
十
七
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

昨
年

一
年
間
で
の
活
動
参
加

者
が
延
べ
二
百
四
名
と
な

り
、
平
成
二
十
二
年
に

一
回

目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
実
施
し
て
以
降
、
年
間

の
延
べ
参
加
者
数
が
初
め
て

朽木にある生杉のブナ原生林は「日

本の紅葉百選」に選ばれています。

朽木には、他にも「小入谷の雲海」

や興聖寺の「旧秀隣寺庭園」など、

メタセコイア並木同様に秋の紅葉ス

ポットがたくさんあります。 

紅葉に限らず、豊かな自然景観は大

切に守っていきたいものです。 

二
百
名
を
超
え
ま
し
た
。 

人
口
減
少
等
に
よ
り
、
各
地

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
運

営
難
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
参
加

者
数
が
増
え
て
き
て
い
る
事

は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。 

た
だ
、
年
末
や
年
度
末
、
農

繁
期
で
の
実
施
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
と
っ
て
も
忙

し
い
時
期
で
の
清
掃
活
動
な

の
で
、
重
機
を
多
用
す
る
等

今
後
も
継
続
し
て
実
施
で
き

昨
年
九
月
四
日
に
通
過
し
た

台
風
二
十

一
号
に
よ
り
、
ま

た
も
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
倒

木
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。 

一
昨
年
の
台
風
で
は
、
西
風

に
煽
ら
れ
東
に
向
い
て
倒
れ

ま
し
た
が
、
今
回
は
東
風
に

煽
ら
れ
三
本
が
西
に
向
い
て

倒
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
こ

の
二
年
の
間
に
合
計
十
本
の

倒
木
が
あ
っ
た
事
に
な
り
ま

す
。 

ま
た
、
倒
木
は
免
れ
た
も
の

の
先
端
が
折
れ
、
芯
が
飛
ん

で
い
る
木
も
数
本
見
受
け
ら

れ
る
事
か
ら
、
台
風
に
よ
る

被
害
で
並
木
道
全
体
の
景
観

が
損
な
わ
れ
る
事
態
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

対
策
と
し
て
、
倒
木
跡
地
に

朽木市場にある丸八百貨店。

平成９年に国の登録有形文

化財に指定されています。 

現在までに一部改修されて

いるようですが、なんでも昭

和８年建築との事。当時とし

てはかなり「モダン」！ 

観光協会で予約をすれば鯖

寿司づくり体験もできます。

近くの道の駅と合わせ、是非

立寄りたい場所です。 

補
植
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
樹
齢
三
十
五
年

を
超
え
た
大
木
の
間
に
苗
木

を
植
栽
し
果
た
し
て
十
分
な

生
育
が
見
込
め
る
の
か
？
し

っ
か
り
と
し
た
根
を
張
る
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
は
な
い

か
？
と
い
っ
た
不
安
も
あ
り

ま
す
。 

県
道
沿
い
約
五
百
本
の
木
の

全
て
が
き
れ
い
な
樹
形
で
あ

り
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
市
内
の
観
光
資
源
と

し
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在

に
な
っ
て
い
る
並
木
道
な
の

で
、
な
ん
と
か
良
い
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。 

る
体
制
作
り
が
必
要
で
す
。 


